
○ 鳥取大学大学院連合農学研究科学位論文に関する細則 

 
平 成 元 年 ５ 月 ２ ９ 日 
連合農学研究科規則第２号 

 

  第１章 総  則 

（趣旨） 

第１条 この細則は，鳥取大学大学院連合農学研究科規則（平成元年鳥取大学規則第 43号）第

11条に基づき，鳥取大学大学院連合農学研究科の学位論文の審査等に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 

  第２章 課程修了による博士の学位   

（学位論文提出の資格） 

第２条 学位論文を提出することのできる者は，次の各号の一に掲げる者とする。また，学位論

文の基礎となる学会誌等に発表した学術論文（共著論文の場合は，申請者が筆頭著者であること。）

を２編以上有する必要がある。ただし，うち１編は，本研究科入学前２か年間に発表した論文を

含むことができる。 

(1) 本研究科に２年８ヶ月以上在学し，必修科目 11単位を含む合計 14単位以上を修得し，又

は修得見込で，かつ，必要な研究指導を受けた者 

(2) 本研究科に１年８ヶ月以上在学し，必修科目 11単位を含む合計 14単位以上を修得し，又

は修得見込で，かつ，必要な研究指導を受け，特に優れた研究業績をあげ主指導教員が推

薦した者 

（学位論文審査申請期日） 

第３条 前条第１号に掲げる者が学位を申請するときは，次条に規定する書類を在学中に提出す

る。 

２ 標準修業年限内に学位を取得しようとする者は，最終年次の連合農学研究科長（以下「研究科長」

という。）が指定する日までに提出しなければならない。 
３ 標準修業年限を超えて在学する者及び前条第２号に掲げる者は，随時，学位を申請することが

できる。 

４ 随時提出の場合も，その期の学位授与日の授与には，当該期の研究科長の指定する日までに提出

しなければならない。 

５ 研究科長の指定する日以降に論文を提出し，学年末又は学期末に退学した者については，合否判

定は次の期の研究科委員会で行い，退学の日にさかのぼって課程修了を認定する。 

（学位論文提出の手続） 

第４条 第２条に掲げる者が学位論文の審査を受けようとするときは，次に掲げる書類を主指導教員

の承認を得て研究科長に提出しなければならない。 

(1) 学位申請書（別紙様式第１号の１）                        １部 

(2) 論文目録（別紙様式第２号。参考論文がある場合は参考論文目録も添付。）        １部 

(3) 学位論文（和文又は英文）                            ８部 



(4) 学位論文要旨（別紙様式第３号：和文 2,000字又は英文 1,200語程度）       １部 

(5) 学位論文の基礎となる学会誌等に発表された学術論文及び参考論文        各８部 

(6) 履歴書（様式第４号）                                                              １部 

(7) 博士学位論文のインターネット公表に関する届出書（様式第１５号）         １部 

２ 主指導教員が学位論文の提出に関する承認を行う際には，あらかじめ副指導教員と十分な協議を

行うものとする。 

３ 学位論文の基礎となる学術論文のうち，共著のものについては，原則として申請者が筆頭著者で

あり，かつ，共著者が過去において，いずれの大学に対しても学位論文として申請していないこ

とを要する。また申請に当たっては，次に掲げる書類を併せて提出しなければならない。 

 (1) 共著論文研究要旨（様式第５号）                        各１部 

 (2) 共著者の承諾書（様式第６号）                         各１部 

４ 学位論文の基礎となる学術論文については，公表したもの又は公表予定のものとする。この場合

において，公表予定のものについては，公表することを予定した掲載承諾書又は出版契約書を添

付するものとする。 
５ 鳥取大学学位規則（昭和３５年鳥取大学規則第３号。以下「学位規則」という。）第１１条の規

定に定める博士論文の公表について，同条第２項の規定に基づき，全文に代えて当該論文の要約

をもって行うことを申立する場合は，次に掲げる書類を併せて提出するものとする。 
(1) 博士学位論文の公表にかかる申立書（様式第１２号） 
  （学位論文の受理及び研究科委員会への付議） 

第５条 研究科長は，前条の規定により学位論文の提出があったときは，研究科委員会に付議し， 

受理の可否を決定する。第２条第２号に掲げる者の受理については，事前に予備審査会を実施し

承諾を得ておかねばならない。 

２ 前項の研究科委員会において主指導教員は，本人の履歴，研究指導の状況及び研究の概要等

を報告するものとする。 

３ 研究科長は，受理した学位論文の審査及び最終試験を研究科委員会に付議する。 

 

   第３章 論文提出による博士の学位   

（学位の授与を申請することのできる資格） 

第６条 論文提出による博士の学位を申請できる者は，次の各号の一に掲げる者とする。また，

学位論文の基礎となる学会誌等に発表した学術論文（共著論文の場合は，申請者が筆頭著者であ

ること。）を原則として４編以上（第１号に該当する者が，退学の日から１年以内に申請する場合

は２編以上，ただし，うち１編は，本研究科入学前２か年間に発表した論文を含むことができる。）

有する必要がある。 

(1) 本研究科に３年以上在学し，必修科目 11単位を含む合計 14単位以上を修得し，かつ，必

要な研究指導を受けて退学した者 

(2) 本研究科の学位申請資格審査（以下「資格審査」という。）に合格した者（資格審査の申

請基準は別表のとおり） 

 （学位論文提出の手続） 

第７条 前条に掲げる者が資格審査及び学位論文の審査を受けようとするときは，次に掲げる書

類に審査料（前条第１号に掲げる者のうち，退学の日から１年以内の者を除く。）を添えて研



究科長を経て，鳥取大学長に提出しなければならない。 

(1) 第４条に掲げる書類（ただし，学位申請書は様式第１号の２を使用） 

(2) 最終学校の卒業証明書                           １部 

(3) 研究歴証明書（別紙様式第７号）                      各１部 

(4) 主指導教員となりうる教員の推薦状（以下この推薦状作成の教員を「推薦教員」という。

第６条第１号に該当する者にあっては，在学時の主指導教員とするが，その教員が退職等で

不在または主指導の資格を有していないときは，他の主指導有資格教員）       １部 

 （資格審査） 

第８条 研究科長は，前条の規定により書類等の提出があったときは，資格の審査を連合農学研

究科代議委員会（以下「代議委員会」という。）に付託する。 

第９条 代議委員会は，速やかに資格の審査を行い，その結果を研究科長に報告する。 

（学位論文の受理及び研究科委員会への付議） 

第 10条 研究科長は，前条の審査の結果を研究科委員会に付議し，学位論文受理の可否を決定す

る。 

２ 研究科長は，受理した学位論文の審査及び試問を研究科委員会に付議する。 

 

   第４章 論文の審査   

（審査委員会） 

第 11条 研究科委員会は，学位論文ごとに速やかに審査委員会を設ける。 

２ 審査委員会は，主査１人，副査４人の委員をもって組織する。 

３ 審査委員会委員は，連合農学研究科における研究指導を担当する資格を有する者の中から選出す

る。この場合において，原則として構成大学から各１人を含むものとする。 

４ 主査は，原則として次に掲げる者をもって充てるものとする。 

  (1) 第２条に該当する者にあっては主指導教員。ただし，第３条に規定する学位論文申請期日以

後に論文の提出があり，退学した場合で，学位論文審査時に主指導教員が不在のときは，研究

科長が指名する者 

  (2) 第６条に該当する者にあっては，第７条第４号の推薦教員  

５ 審査委員会の主査及び副査は，研究科委員会において選出する。 

６ 研究科委員会が，学位論文の審査のため必要と認めた場合は，助言者として他の大学院若し

くは研究所等の教員等の協力を得ることができる。 

 （審査，最終試験及び学力確認） 

第 12条 審査委員会は，学位論文を受理した日から１年以内に審査を行うとともに，最終試験又

は学力確認を終了し，その結果を文書をもって研究科委員会に報告しなければならない。 

２ 最終試験は，第２条に掲げる者に学位論文を中心とし，これに関連する科目について口頭又

は筆答により行う。 

３ 学力確認は，第６条に掲げる者が，専攻学術に関し，博士課程を修了して学位を授与される

者と同等以上に広い学力を有することを確認するため，学位論文の基礎となる学術論文を中心

としてこれに関連のある科目について口頭又は筆答により行うとともに，外国語試験を課する

ものとする。この場合，外国語については１種類とし，英語，ドイツ語及びフランス語のうち

から申請者の選択する１か国語について筆答により行う。ただし，外国人については，日本語



を加えて選択できるものとする。外国語の選択は，受験科目届（様式第８号）により届け出るも

のとする。 

４ 前項の規定にかかわらず，第６条第１号に規定する者が退学の日から３年以内に学位論文を

提出した場合には，試問を第２項に規定する最終試験に準じた試験に代えて行うものとする。 

５ 第１項に規定する報告の文書は，学位論文審査の結果の要旨（様式第９号）最終試験の結果

の要旨（様式第 10号）及び学力確認の結果の要旨（様式第 11号）とする。 

 （合否の決定） 

第 13条 研究科委員会は，前条の報告に基づいて審査の上，投票により合否を決定する。 

 

   第５章 雑  則   

 （報告） 

第 14条 研究科長は，前条の規定による委員会の議決をしたときは，速やかに学位規則第８条の

規定に基づいて，学長に報告しなければならない。 

（論文の要旨の公表） 

第 15条 学位を授与される者は，学位規則第１０条の規定に基づいて公表する次に掲げる論文の

要旨を，研究科長の指定する日までに提出するものとする。 

(1) 学位論文要旨（別紙様式第１３号：和文 2,000字又は英文 1,200語程度）     １部                

（論文の要約の公表） 

第 16条 学位を授与される者は，学位規則第１１条第２項の規定に基づいて公表する次に掲げる

論文の要約を，研究科長の指定する日までに提出するものとする。 

(1) 学位論文要約（別紙様式第１４号）                      １部 

 （その他） 

第 17条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は，研究科委員会の議に基づき，研究科長が 

定める。 

   附 則 

１ この細則は，平成元年 5月 29日から施行する。 

２ 第６条に掲げる者の学位論文の受理は，第２条に掲げる者に学位が授与された日の翌日から

行うものとする。 

   附 則（平成 4年 10月 23日連合農学研究科規則第１号） 

 この細則は，平成 4年 10月 23日から施行する。  

   附 則（平成 14年 2月 15日連合農学研究科規則第２号） 

 この細則は，平成 14年 2月 15日から施行する。  

    附 則（平成 16年 5月 14日連合農学研究科規則第７号） 

 この細則は，平成 16年 5月 14日から施行し，改正後の鳥取大学大学院連合農学研究科学位論

文に関する細則の規定は，平成 16年 4月１日から適用する。 

   附 則（平成 17年 9月 2日連合農学研究科要項等第２号） 

 この細則は，平成 17年 10月 1日から施行する。  

附 則 

１ この規則は，平成 20年 4月１日から施行する。 

２ 平成 19年度以前の入学生については，改正後の規則にかかわらず，なお従前の例による。 



附 則 

１ この規則は，平成 23年 10月 1日から施行する。 

２ 平成 19年度以前の入学生の提出資格については，改正後の規則にかかわらず，なお従前の例に

よる。 
附 則（平成 25年８月 23日連合農学研究科要項等第１号） 

 この細則は，平成 25年８月 23日から施行する。ただし，改正後の鳥取大学大学院連合農学研究科

学位論文に関する細則第４条第５項，第 15条及び第16条の規定は，平成 25年７月５日から適用す

る。 

附 則（平成 26年８月 22日連合農学研究科要項等第１号） 

 この細則は，平成 26年８月 22日から施行し，改正後の鳥取大学大学院連合農学研究科学位論 

文に関する細則の規定は，平成 26年 10月１日から適用する。 

附 則（平成 27年２月 13日連合農学研究科規則第５号） 

この細則は，平成 27年２月 13日から施行する。 
附 則（平成 27年８月 21日連合農学研究科規則第９号） 

この細則は，平成 27年８月 21日から施行する。 

附 則（平成 28年２月 19日連合農学研究科規則第５号） 

この細則は，平成 28年２月 19日から施行し，改正後の鳥取大学大学院連合農学研究科学位論 

文に関する細則の規定は，平成 28年度入学生から適用する。 

附 則（平成 30年 2月 16日連合農学研究科規則第 1号） 

1 この細則は、平成 30年 4月 1日から施行する。 
2 平成 29年度以前の入学生については，この細則施行による改正後の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 


